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1. 序　　論
近年，低頻度で発生する巨大津波を含めた津波リスク

評価への注目度が高まっている．そのために，古津波が
来襲した履歴である津波堆積物が注目されているが，多
くの課題が残されている．例えば，タイ，プラトーン島
と仙台平野では，巨大津波が来襲した遠浅海岸かつ広範
囲に渡って浸水した平野部という類似点を有しているに
も関わらず，津波堆積物の土砂供給源が大きく異なるこ
とが示唆されている1),2)．しかし，この違いを生み出した
要因は明らかになっていない．
そこで，本研究では津波堆積物の供給源となり得る位
置や水深に着目し，津波特性が海域での土砂移動にどの
ような影響を与えるかについて検討することを目的とし，
数値実験を実施した．
2. 手　　法
数値実験では，2004年津波や 2011年津波と同様に第
一波が卓越するような津波を対象とした．そこで，2004

年津波が来襲したタイ，プラトーン島の測線断面上に 3

つの津波特性を変化させた波形を入力し，それぞれ津波
土砂移動計算を実施した．地形データは実地形から抽出
し，水深約 30 m地点に波形を入力した（図-1）．入力波
形は2004年津波の再現波形に対し，最大波に先行する引
き波の大きさ，最大波の津波高さ，最大波の周期をそれ
ぞれ 0.5，0.75，1.0，1.25，2.0倍した計 15ケースである
（図-2）．津波土砂移動計算には，浅水理論に基づく津波
伝播・浸水モデルであるTUNAMI-N2と掃流砂層と浮遊砂
層との交換砂量を考慮した津波移動床モデルである STM

を組み合わせた TUNAMI-STM（高橋ら，1999）に基づく
数値モデル3)を使用した．波形の入力法や計算パラメー
タは，Masaya et al.（2020）と同様である4)．
3. 結　　果
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図-1 プラトーン島での断面地形と波形入力点

図-2 各種の入力波形

はじめに，それぞれの津波特性と最大波による海域の
侵食開始地点との関係性を図-3に示す．図-3より，最大
波に先行する引き波が大きく，最大波の周期が短いほど
より沖合で侵食が発生することがわかる．先行する引き
波が大きい場合，海底の露出面は大きくなり，流速が大
きい津波先端部の遡上距離は長くなる．また，周期が短
い場合，津波先端部は非線形性が強いために大きく前傾
化し，波高や流速が増加する．したがって，先行する引
き波が大きく，周期が短い場合，大きな底面せん断力が
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図-3 津波特性と最大波による侵食開始点との関係性（縦軸は
沖合方向が正である）

発生する地点が沖合へ移動するため，より沖合から侵食
が発生すると考えられる．
一方，最大波の津波高さによって侵食開始地点は変化
しなかった．津波高さが大きい場合，津波先端部の非線
形性が強くなるため，前傾化による影響が想定されたが，
1.0倍波形での侵食開始地点（2,350 m）では，津波先端
部の流況は 0.5倍から 2.0倍波形で変化していなかった．
つまり，今回の数値実験では前傾化が発生する前の底面
せん断力が大きかったため，最大波の津波高さによって
侵食開始地点が変化しなかったと考えられるが，規模が
異なる津波では，侵食開始地点が変化する可能性がある．
次に，それぞれの津波特性と最大波による海域の侵食
量との関係性を図-4に示す．図-4より，最大波に先行す
る引き波や津波高さが大きく，最大波の周期が短いほど
最大波による海域の侵食量が増加することがわかる．先
行する引き波や周期に関しては，より沖合から海底が侵
食されるため，侵食量が増加したと考えられる．加えて，
先行する引き波や津波高さが大きく，周期が短い場合，津
波先端部は非線形性が強いために大きく前傾化し，波高
や流速が増加する．その結果，底面せん断力や土砂の巻
上げ量が増加するため，侵食量も増加すると考えられる．
4. 議　　論
数値実験より，最大波に先行する引き波や津波高さ，最

大波の周期は，海域の侵食量や侵食開始地点を決定する
ことが示唆された．つまり，最大波に先行する引き波や
津波高さが大きく，最大波の周期が短いほど，津波堆積
物には海起源土砂や，より水深の大きい海域に存在して
いた土砂を多く含む可能性がある．したがって，津波堆
積物における海起源土砂の情報から，古津波の最大波に
関する定性的な情報を得ることができると考えられる．

図-4 津波特性と最大波による海域の侵食量との関係性

これまで古津波復元に関する工学的手法では，主に津
波堆積物の層厚や粒度分布，堆積範囲という項目やその
情報が用いられているが，新たに津波堆積物の土砂供給
源という情報を活用できる可能性がある．現代の工学的
技術では定量的な関係性を示すことは難しいが，本研究
で得られた結果は，今後の津波リスク評価を目的とした
古津波復元にとって重要な知見であると考えられる．
5. 結　　論
本研究では，津波堆積物の供給源に着目し，津波特性
が海域での土砂移動に対してどのような影響を与えるの
かについて検討した．数値実験の結果，最大波に先行す
る引き波や津波高さが大きく，最大波の周期が短いほど，
大量の海起源土砂が内陸へ供給されることや，より深い
海域から土砂が供給される可能性があることがわかった．
以上より，津波堆積物における海起源土砂の情報から，古
津波の最大波に関する定性的な情報を得ることができる
可能性があり，低頻度巨大津波への津波リスク評価に向
けた新たな知見を得ることができたと考えられる．
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